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社会科学部学生論文集の刊行に寄せて
早稲田大学社会科学総合学術院長 多 賀　秀 敏
2011年4月24日付け『日本経済新聞』に「教育を変えるとき―危機の時代に挑
む大胆な大学改革を」と題する社説が掲載された。東日本大震災と原発事故を契機
に、国の将来を左右する人材を育てる高等教育の仕組みも見直しを迫られるという
内容である。
その論点をいくつか取りあげてみよう。〈 〉で括って原文を示す。〈大学の1、2
年は、文系と理系の枠を超えて幅広い教養を学ぶ機会とする〉、〈若者が様々な学問
に接してから進路を決め、学部や大学を自由に移れるようにしたい〉。
2009年の本学部のカリキュラムの改革以来、1、2年生のうちにできるだけ多く
の専門科目に挑戦できるよう基礎固めのためにコア科目を導入した。入学式の折な
どに、まだ生涯を通じての進路が明確でない新入生は、在学中に多くの専門に触れ
て、それを見つけてほしいと呼びかけてきたことを覚えている諸君もいると思う。
本学部を卒業してから、医学部を再受験したり、ロースクールに進学したり、パイ
ロットになったりした例をお話ししたこともある。
〈（大学は）学者による学者のための閉鎖的な仕組みを内部に残してきた。これを
学生中心の開かれた組織に再生しなければならない。学生中心とは、学生を甘やか
すこととは違う。授業料に見合った知識や技能を与え、学生が未来を切り開く力を
獲得することに大学が責任を持つということだ〉。
研究と教育との両者を受け持つ大学では、研究成果の学生への還元の即時性が求
められる。講義は進化しなければならない。「学生が 4年間大切にされて最高の学
問を伝授されたという実感をもって卒業できるように力を尽くしてほしい。大切に
するということは甘やかすことではない」というのは、もはや筆者の口癖である。
社会科学部創立40周年記念学生論文集
本学部の学生に共通する感想に、カウンターの職員がとても親切で親身になって対
応してくれるという主旨のものがすこぶる多い。他学部の学生もうらやましげにそ
う述べる。
〈社会との関係も、大学はもっと深めるべきだ。研究の成果や知識を一般社会に
説明する機会を普段からつくり、学問が大切にされる文化の醸成に努める必要があ
る。大震災のような危機にあたっては、国民の安心と安全のために大学が持つ知を
総動員する責任がある〉。
個人的な見解に過ぎないが、本学部は、社会科学の「臨床学部」でありたいと願
っている。講義や演習の他に、社会科学を標榜して、実習科目が存在するのは日本
では数少ない学部だという自負を持っている。また、ボランティア、インターン、
留学などを強く勧めるのも同じ理由からである。大震災に際して、緊急の学術院長
会議で筆者自身も「大学は義捐金などを出す組織ではなく、知恵を出す組織であ
る。こうした視点からの活動を重視したい」と述べた。現在、大学の支援を受け
て、いくつもの「臨床的」研究プロジェクトが、この震災に関連して立ち上がって
いる。
〈新たな知識や先端的な技術を生み出す拠点として、大学院の拡充が必要だ。た
だし従来のようにやみくもに増やすのではなく、世界と競う研究拠点を戦略的に築
かねばならない〉。
じつは、G30（文科省のプロジェクトで、英語による授業のみで学部卒業に要す
る単位を取得できるようにして、留学生などを教育する。本学部は2011年秋から
開始する）に手を挙げた時から本丸は大学院だと認識していた。では、世界的研究
拠点となる可能性のあるトピックはなんだろう。この間、世界が日本に関して最も
注視しているのは、少子高齢化現象によって、日本が人口自然減少型社会に突入す
る事態である。人類は、その誕生以来、強固な権力基盤を持った組織が人為的に抑
制策を打ち出す場合は別にして、大自然災害、飢餓、伝染性疾病、戦争の4大要因
以外に、人口減少を経験したことはない。日本は、これら 4つのどれも経験せず
に、人類初の自然人口減少に遭遇しつつある。いずれ世界の主要な国ぐにが、日本
より少々遅れはするが、この問題に対処せざる得ない事態が予測されている。それ
に先駆けて日本がこの問題に挑戦せざるを得ないのである。世界は、それを注視し
ている。そのことがもっとも端的に表現されたのは、雑誌 Economist の2010年11
月20日号であった。数年ぶりに日本特集を組んだ同誌は、特集のタイトルを、Into

the Unknown として Japan Syndrome を紹介した。日本人は、ここに至るまで様々
な失敗と成功を繰り返してきた。高度経済成長と公害大国、東京一極集中と核家族
化・過疎化（生産共同体の突出と生活共同体の崩壊）、バブルの崩壊、自然環境破
壊の克服、市民社会の芽生え、無気力化とモラルの低下等々、とても1世紀足らず
の一つの国の変化とは思えない。ここに、震災以降、さらに原発の事故が重く覆い
かぶさっている。こうした体験の集合を実践的英知から研究の俎上に載せ、知の集
大成を試みることを「日本モデル」の「発見」と称するならば、このモデルを人類
共有の財産として総括し、人類の次の世代に受け継がせることは、大学に課せられ
た使命と言えよう。すなわち現代日本学プログラムである。
〈大学教員は昔ながらの仕組みにしがみついていてはならない。学生は意欲的に
学び、可能性を広げる努力をしてほしい。就職のためだけでなく、社会のためにで
きることを自らに問いかけたいものだ。新しい大学づくりに挑戦する教員や意欲あ
る学生を、時代は求めている〉。本学部の現状を要約したような文章である。
大学は、すでに「教えるところ」ではなく、「学ぶところ」に変貌を遂げた。い
や、むかしむかしはそもそもそうだったのかもしれない。疑問を抱き、物事を調
べ、自分で考え、応用する喜びを体得させることが、具体的な目標である。その成
果の一つが本書に他ならない。何と多様な若い知性が発揮されていることか。誇り
をもって世に送り出したい。
なお、本号も、編集等にあたっては、赤尾健一教授を中心とする早稲田大学社会
科学学会役員の手を煩わせた。また、それぞれ指導にあたった先生方は、片言隻句
に至るまで、真摯に学生の論文に対峙してくださった。記して謝す。

